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<学級雰囲気の測定>

根本 (1983)に従って SD法を用いた。佐藤(1971，1976)の研究もあるが，短大の生活に合わない

項目や抽象性にやや欠けるといった点で採用しなかった。ただ，根本の分析は小学生を対象としており

女子の短大生では異なる因子が抽出される可能性があるため，彼の用いた項目を再度因子分析してスクー

ル・モラールとの関係を見た。用いた項目は付表 1に示した。

くその他の検査項目>

学識の雰囲気やスクールモラールに影響を与える要因として共通するものは， (1)教師のリーダー・シッ

プ， (2)学級の凝集性あるいは構造， (3)集団の目標， (4)クラスへの帰属意識を上げることができる。

今回は (3)と (4)を取り上げた(付表 1)。特に入学時に本学が希望の短大か，所属する専攻は望

んでいたものか，さらには将来の目標(就職)と短大生活が密接に関係しているかどうかという点に関

して就職に関する希望，加えて学生生活のもう一つの側面としてサークル活動への取り組みを調査した。

サークル活動は短大生活を充実させる重要な要因である。上級生や同級生との親密な人間関係の形成や好

きなことに打ち込み向上していく自己を実感することは，まさに生きがいを感じさせてくれるものである。

以上の検査項目は，一枚のアンケート用紙の裏と表に記載された(付表 1)。検査の実施はクラスご

とに分かれて行ない，学生の自己ペースで回答させた。

結果と考察

表 1はスクール・モラールの全質問項目の平均値と標準偏差である。全項目を含めた因子分析の結果

によって，短大への態度及び勉強への態度が因子として独立ではないことが予測されたので今回は分析

から除き，さらにコミュナリティーの低い項目を除いて再度因子分析を行なった。結果は表 2である。

「上級生への態度j，Iクラスへの態度j，I担任への態度Jの3つの因子にまとめられたO 結局最初の分

析では， I短大への態度」及び「勉強への態度Jは上記の 3因子にそれぞれが関連し，一つの因子とし

て取り出すことができなかった。これは逆に考えれば，短大の特徴かあるいは本学の特殊性を表すもの

かもしれないが，再度項目の内容を検討する必要があると思われるので，とりあえず今回の分析には外

すことにした。なお以後の分析では各項目の得点を合計したものをその因子の得点として用いた。

学級雰囲気のイメージ項目については，コニュナリティーの低い 3項目を除き，再度因子分析を行なっ

た。結果は表3である。根本(1983)が抽出した 4因子は見られず， I安心の因子j，I意欲の因子j，

「人間関係の因子」の 3因子が抽出された。「安心の因子」はそのクラスの中での「いごごちJとも言え

るものであり， I意欲の因子」は学校生活に対する取り組み方を表し， I人間関係の因子」は仲間同士の

つながりを表わしているものと理解される。以後の分析では，各因子の項目の得点を合計したものを因

子の得点とした。

なおスクール・モラールの因子と学級雰囲気因子のそれぞれの相関係数は表4に示した。「クラスへ

の態度」とクラス雰囲気因子のそれぞれに有為な相関がみられた (pく.1)。しかし明らかに「クラス

への態度因子イ安心の因子(r =.666)jと高い相闘があり， Iクラスへの態度一意欲の因子(r =.255)j 

の相関係数とは有為差がある (t=6.66， df =167， Pく.01)。また「クラスへの態度一安心の因子」
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結局前述の仮説は全く支持されない結果となった。つまり幼児教育専攻の学生のほうが本学の入学を

希望した学生は有意に多いにもかかわらず，初等教育専攻の学生と比べて積極的な学生生活を送ってい

るわけではないのである。

さらに希望の所属の専攻については初等専攻・幼児専攻ともほぼ同率であり，また希望の大学ではな

いと答えた学生は初等教育専攻生のほうが多いということは，積極的な学生生活を送るかどうかは別の

要因が関与しているといえよう。考えられることは，所属の専攻で取得する資格を生かした職業に就く

ことを希望する程度に有意差が見られることから，勉学意欲そのものが入学時点で大きな差があるので

はないかということである。残念ながら「勉強への態度Jはスクール・モラール検査に入れることがで

きなかったが，今後この点を明らかにしていくために「勉強への意欲」の因子を取り出す必要があると

思われる。

結論

スクール・モラール・テストの作成において，大西(1967)の5つの要因は抽出できなかった。特に

担任教師の役割は短大の場合それほど重要な要因とは考えられない。しかし 5つの要因が?由出できなかっ

た点については，項目内容に不備があった可能性も残されているが，集団としての短大のクラスの特殊

性にかかわる問題ではないかと思われる。ただもう少し短大生活に重要な側面をモラール・テストに入

れる必要があろう。例えばサークルや職業についての項目を含めるべきであろう。

学級雰囲気検査では，根本(1983)の4次元は抽出できなかった。しかしかなり共通した因子が見ら

れた。「安心の因子」は共通しており.I人間関係の因子」は「凝集の因子」としてみることもできるし

「意欲の因子jは「沈静・切迫の因子」と考えられる。問題点は「安心の因子」と「人間関係の因子」

の独自性であろう。

今回は児童教育学科の初等教育専攻生と幼児教育専攻生との比較を行なったが. 2つの専攻生ともか

なり短大への適応度は高いと思われる。注目すべき点として. 1.本学が希望の短大でなくとも学生生

活に十分適応的であるが. 2.希望の専攻でない場合にはクラスに諮け込みにくいことが示唆された。

この点は入学の選考段階で第 2希望の学生の取り扱いに問題を投げかけるものである. 3.短大での勉

学に目的意識がはっきりしている場合，より積極的な学生生活を送っていると推測されるO
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2'1 L一一一一』山川一一温んー凶__.J.......，~__.J

28 L.叩一一ーし…….-...1..._..._-叫んd 町四川J

29 L一一. ....I-.__.......l...一一__，_........_..1

30 L......_.--t一一一一ムー…一」……_，
3 i l___一一.L一一一Lω___~L一也_.J

L一一一沼恒L_.. 一一」一“一_... 1僧一時一一J

33 L_____.li.比一一.......1一一一巳ムー……』

34 !._， -.-ム……ム一一叫J一一一J

35 ~一一一 J… A…由一」由一一... 1-山一一J
3[， L....…一昨ム__~l____ーム町一一一J

3'( L..__.....J一一一一ム一一…世L___山J

3$ l一一山」一一一一. .1......…ームー一一_1

39 l…~~_.岨い一一........J.........__.l山一一J

40 1....一一一叫.1...中甲山似可l..~均一L一一一J



13 純敏井坪女子短期大学におけるスクール・モラール・テストの作成と学級雰囲気について

(/年生)
『問 3J
この質問は、あなたのタラスの雰風気のイメージを調べるものです. 17憾の形容詞が対になった質問がありますの

で、全てに回答してください.答えづらいものがあるかもしれませんが‘あまり深〈考えずに気楽に回答してください
く例〉

心理学についてどのようなイメージを持っていますか.当てはまるところにOをつけてください.

付表1-2

非
常
に

か
な
り

やふ
つ
う

非か

常な

にりや

」ーー」一一心

や

や

やわらかい

きれいなー-目』

かたい

よごれた

主基ι益金エふ怠乏~

{質問}あなたは、自分のクラスに対してどのようなイメージを持っていますか.

非
常
に

か
な
り

やふ
つ
う

やか
な
り

非
常
に

いどこちのわるい

うきうきした

ふまじめな
ζわくない

どうでもよい
暗い

のびのびできる
つまらない

だらけた

親切な
あたたかい

やる気のない

しらけていない
嫌いな
』まらlまらな

落ち着きのある

なごやかな

やや

---l 

崎ー~・一一一」

.. 

いごとちのよい

枕んだ

まじめな

こわい

大切な
明るい

きゅうくつな
楽しい

きびきびした

不観切な
冷たい

やる気のある

しらけた
好きな

まとまりのある

落ち着かない

とげとげしい

r問4.1 次のそれぞれの質問について、当てはまる回答にOをつけてください.

( 1 )あなたは鹿児島女子短期大学が、第一希望の大学でしたか.
はい ・ いいえ

一ー町」一-山一」

(2 )志望を決める段階で、現在の専攻がもっとも入りたかったところですか.
はい ・ いいえ

(3)入学の選考はどちらですか.

推薦選考 ・ 試験選考

(4)住居はどれですか.当TはまるものにOそつけてください.なお転居した場合は長期のほうを選んでください。

l年生の時: アパート(下宿・間借り・借家を含む)・ 寮 ・ 自宅

(5)サークル活動には積極的に参加していますか

はい ・ いいえ

(6 )将来、短大で学んだ自分の専攻を生かした仕事につきたいと思っていますか.その希望の程度に一番近いととろ

へOfllを付けてください
1.強〈望んでいる

2.どちらかといえば、希望している

3.決めかねている

4.どちらかといえば、希望しτいない

5.全く希望していない


